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医療

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
物
書
き
で
あ
れ

ば
、
到
底
許
さ
れ
な
い
過
ち
で
あ
ろ
う
が
、
先

月
は
体
調
不
良
や
引
っ
越
し
な
ど
に
追
わ
れ
、

う
っ
か
り
締
め
切
り
日
を
過
ぎ
、
脱
稿
し
て
し

ま
っ
た
。

そ
の
間
２
カ
月
。
世
界
中
で
予
測
不
能
な

様
々
な
出
来
事
が
発
生
し
た
。

前
日
に
列
車
を
狙
っ
た
テ
ロ
リ
ズ
ム
が
起

き
、
安
全
な
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
た
も
の
の
、
厳

重
な
警
備
の
も
と
、
セ
ー
ヌ
川
を
フ
ル
活
用
し

た
パ
リ
五
輪
開
会
式
が
催
さ
れ
た
。

ロ
ン
ド
ン
大
会
の
開
会
式
も
見
事
で
あ
っ
た

が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
す
る
こ
と
は
悔
し
い
け

ど
洒
落
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
配
慮
を
重
ね
た

東
京
大
会
を
派
手
に
や
り
直
し
た
い
気
分
に
襲

わ
れ
た
。
大
阪
万
博
に
期
待
し
よ
う
。

そ
こ
で
本
番
は
、
万
が
一
の
失
策
が
無
い
限

り
、
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
の
順
位
に
基
づ
き
、
勝

つ
べ
き
人
間
が
表
彰
台
に
登
る
わ
け
だ
が
、
そ

れ
に
し
て
も
連
日
の
日
本
人
メ
ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ

に
は
興
奮
さ
せ
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
不
思
議
な

こ
と
に
、
期
間
中
は
テ
レ
ビ
を
見
っ
ぱ
な
し
で

寝
不
足
に
ま
で
陥
っ
て
い
た
も
の
の
、
数
日
が

過
ぎ
る
と
、
メ
ダ
リ
ス
ト
の
競
技
レ
ビ
ュ
ー
に

も
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
も
興
味
が
無
く
な
り
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
は
過
去
の
話
で
、
目
前
の
プ
ロ
野

球
ペ
ナ
ン
ト
レ
ー
ス
や
高
校
野
球
観
戦
に
ス

イ
ッ
チ
が
変
わ
っ
て
い
る
。

そ
れ
に
し
て
も
大
谷
翔
平
は
凄
い
男
だ
。
五

輪
期
間
中
は
鳴
り
を
潜
め
て
い
た
打
撃
が
、
五

輪
終
了
を
見
計
ら
っ
た
よ
う
に
炸
裂
し
、
再
び

注
目
の
的
と
な
っ
て
い
る
。

米
国
の
大
統
領
選
も
一
気
に
様
変
わ
り
し

た
。
演
説
中
の
ト
ラ
ン
プ
前
大
統
領
が
襲
撃
さ

れ
負
傷
を
追
い
な
が
ら
も
、
果
敢
な
姿
勢
に
感

動
が
集
ま
っ
た
の
も
束
の
間
、
バ
イ
デ
ン
大
統

領
が
不
出
馬
宣
言
し
、
ハ
リ
ス
副
大
統
領
が
選

手
交
代
し
、激
し
い
舌
戦
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

そ
し
て
、
他
国
に
つ
ら
れ
た
わ
け
で
は
無
い

だ
ろ
う
が
、
我
が
国
の
現
職
・
岸
田
総
理
大
臣

も
総
裁
選
へ
の
不
出
馬
を
宣
言
。
現
在
、
列
島

横
断
台
風
の
合
間
を
縫
っ
て
、
実
に
11
人
の
立

候
補
者
が
戦
い
の
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
て
い
る

事
態
だ
。

実
に
目
ま
ぐ
る
し
い
２
カ
月
間
で
あ
り
、
日

米
と
も
に
結
果
は
予
測
不
能
だ
が
、
当
然
の
如

く
、
日
本
の
行
方
を
誰
が
担
う
か
の
方
が
大
切

な
事
項
で
あ
る
。

そ
こ
で
ス
ー
パ
ー
チ
ュ
ー
ズ
デ
ー
に
始
ま

り
、
長
期
に
渡
っ
て
お
祭
り
の
よ
う
に
賑
や
か

で
派
手
な
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
選
に
比
べ
、
国

民
が
直
接
関
わ
る
こ
と
の
な
い
間
接
選
挙
戦
の

日
本
は
地
味
で
厳
か
だ
が
、
何
故
か
安
心
感
が

得
ら
れ
る
。

今
後
、
ニ
ュ
ー
ス
に
も
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う

が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
直
前
で
出
場
辞
退
に
追
い

込
ま
れ
た
女
子
体
操
・
宮
田
笙
子
選
手
が
可
哀

そ
う
過
ぎ
る
。

「
お
酒
と
タ
バ
コ
は
二
十
歳
に
な
っ
て
か
ら
」

は
当
然
の
規
則
だ
が
、
昔
の
大
学
生
は
は
る
か

に
緩
や
か
だ
っ

た
も
の
に
思
う
。

一
般
大
学
の
運

動
部
や
サ
ー
ク

ル
で
も
、
新
歓

コ
ン
パ
が
大
人

の
階
段
だ
っ
た

と
記
憶
し
て
い

る
。体

育
大
学
の

女
子
大
生
の
一

服
。
実
に
豪
快

で
格
好
良
く
思

え
る
が
、
自
分

は
不
良
老
人
で

あ
ろ
う
か
。
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伊
藤
公
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ouichi Ito

1958 年生まれ。伊藤病院 3代目院長。
北里大学医学部卒業、東京女子医科大学大学院修了。医師になって以来、
国内外にて一貫してバセドウ病、橋本病、甲状腺癌など甲状腺疾患に対する
診療と研究にひたすら従事。
東京女子医大、筑波大大学院非常勤講師。日本医科大学、了徳寺大学客員
教授。
日本内分泌外科学会、日本甲状腺外科学会理事。厚生労働省診断群分類調
査研究班班長。
伊藤病院 http://www.ito-hospital.jp/
名古屋甲状腺診療所（名古屋分院）http://www.kojin-kai.jp/nagoya/
さっぽろ甲状腺診療所（札幌分院）http://www.kojin-kai.jp/sapporo/
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